
【管理者記入用】

第１項目 第３項目 3 2 1

設置者住所・氏
名、施設名、施設
種類、所在地、電
話番号、管理者
名

　設置者は、栄養管理の役割・責任があるた
め、施設全体の健康管理の一環として栄養管
理の位置付けを明確にしておく必要がある。
　また、保健所等からの適切な支援・指導を受
けるためにも、自治体側と情報を共有しておく
必要がある。

・設置者名と管理者名を記入する。設置者と管理
者が同じ場合は、設置者名のみ記入する。
・施設の正式名称、所在地、電話番号を記入す
る。

＊設置者とは、給食施設を設置する団体の責任
者とする。
＊管理者とは、給食施設の管理者（院長、施設
長等）または給食施設を設置する団体の担当部
門・課（科）長とする。

適切に記載さ
れている。

記載されてい
ない。

適切に記載されるように
支援する。

健康増進法第21
条第1項の指定

　管理栄養士必置指定を受けている場合に
は、管理栄養士の配置により、施設の栄養管
理をより推進する必要がある。

・健康増進法第21条第1項の規定により、都道府
県知事が管理栄養士配置施設と指定している場
合は、1を○で囲む（指定通知書の有無）。

適切に記載さ
れている。

記載されてい
ない。

管理栄養士が配置され
ているのか確認する。

給食従事者数 　適切な栄養管理を行う上で、給食運営に必
要な人材とその数を把握した上で、必要な従
業者数を確保する必要がある。

・管理栄養士、栄養士、調理師、調理作業員、事
務職員等別の人数について、施設の従事者、委
託先別、常勤・非常勤別に記入する。

＊常勤とは、当該施設において他の正規職員と
同様な勤務形態にある場合、非常勤とはそれ以
外の勤務形態にある場合をいう。
＊管理栄養士、栄養士、調理師は有資格者とす
る。
＊管理栄養士である者は、栄養士には含めな
い。また、資格を併せもっている場合は、いずれ
か主な業務の資格について記入する。

適切に記載さ
れている。

記載されてい
ない。

必要な人材が確保され
ているか、確認する。

運営方式
委託先

　給食運営を外部に委託する場合、委託側と
受託側との連携・協力のもと、食事内容や
サービス等の向上に努める必要がある。
　食事の問題点等を利用者や他部門にしわ寄
せしないためにも、管理区分、経費区分を明
確にすることが必要である。

・運営方式はどちらかに○をつける。
・委託している場合には、委託先について記入す
る（一部委託の場合も委託とする）。

＊全面委託とは、給食運営のすべてを委託して
いる場合をいう。
＊一部委託とは、経営主体が直接給食の運営を
行っているが、給食業務の一部を外部に委託し
ている場合をいう。

適切に記載さ
れている。

記載されてい
ない。

施設の給食が委託の場
合は委託内容が明確に
なっているか、確認す
る。

食事の種類と食
数

　提供している食事の種類等を把握した上で、
利用者の摂取傾向を分析し、適切な栄養管理
の方法を検討することが必要である。

・複数定食、アラカルト、カフェテリアを実施してい
る場合は、メニューの種類を記入する。
・実施しているある１日あたりの利用者数を朝食、
昼食、夕食。その他別に記入する。
・事業所以外の施設で、職員食等を提供している
場合は職員食の欄に食数を記入する。

食数を把握し
ている。

食数を把握し
ていない。

毎日の食数を把握でき
るように支援する。

栄養管理部門の
位置付け

　適正な栄養管理を行うために、施設の組織
における位置付けを明確にする。

・栄養管理部門が施設の組織上、位置付けられ
ているか否かに○を付ける。

・栄養、給食部門が所属する部門についてあては
まるものに○を付ける。あてはまるものが無い場合
は、その他に記入する。

明確になって
いる。

明確になって
いない。

　栄養管理部門が、施
設の組織上どの部門に
位置付けられているの
かを確認する。

プロ
セス
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基
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第１項目

別記第６号様式（第５条関係）その２　栄養管理状況報告書記入要領　（事業所・寄宿舎・矯正施設・自衛隊・一般給食センター・その他）

記載目的（ねらい）
行政の指導ポイント行政の評価基準記入要領

B
体
制
整
備

有

管理者記入用



第１項目 第３項目 3 2 1
プロ
セス

第１項目 記載目的（ねらい）
行政の指導ポイント行政の評価基準記入要領

有

給食の理念・方
針・目標

　施設の給食の理念・方針・目標を明確にし、
施設内で共有することにより、栄養管理の向
上につなげる。

・給食の理念・方針・目標の有無どちらかに○を
付ける。

・施設内で周知しているかどうか、あてはまるほう
に○を付ける。
・施設内で周知している理念、方針、目標につい
て、あてはまるものに○を付ける。あてはまるもの
が無い場合は、その他に具体的に記入する。（複
数回答可）

明確にして、
施設内で周知
している。

明確にしてい
る。

明確にしてい
ない。

栄養管理等に関
する会議

　栄養管理に関する会議を定期的に実施し、
施設の健康管理の一環として栄養管理につ
いての話し合いをすることにより、施設全体と
しての改善につなげる。また、施設の改善目
標の達成に必要なメンバー構成とする必要が
ある。

・会議の有無どちらかに○を付ける。

＊栄養管理等に関する会議とは、栄養管理委員
会又は給食委員会等の会議のことである。
＊打合せや朝礼などは含めない。

・目的はあてはまるものに○を付ける。あてはまる
ものが無い場合は、その他に記入する。（複数回
答可）
・会議の構成メンバーに○を付ける。選択肢以外
のメンバーはその他に記入する。（複数回答可）

目的をもって
定期的に会議
を開催してい
る。

会議を開催し
ている。

会議を開催し
ていない。

栄養管理等に関
する連携体制（施
設外）

　提供する食事の質を計画・決定するために
は、利用者の健康状態、栄養状態に関する情
報が不可欠である。また、栄養管理において
利用者の健康状態、栄養状態の変化をみるこ
とが必要であり、施設内外の関係機関（部門）
との連携が重要である。

・施設外での連携の有無どちらかに○を付ける。 ・連携先をあてはまるものに○を付ける。あてはま
るものが無い場合は、その他に記入する。（複数回
答可）
・連携の内容はあてはまるものに○を付ける。あて
はまるものが無い場合は、その他に記入する。（複
数回答可）

他機関と十分
な連携がなさ
れている。

連携している。 ほとんど連携
していない。

従事者の人材育
成

　研修やＯＪＴ等により従事者の育成を行うこ
とは、調理技術及び栄養管理の向上のために
必要である。

・人材育成の有無どちらかに○を付ける。 ・職種と方法についてあてはまるものに○を付け
る。あてはまるものが無い場合は、その他に記入
する。（複数回答可）

積極的に研修
を行っている。
（派遣してい
る）

研修を行って
いる。（派遣し
ている）

研修会などの
人材育成の場
がない。

研修会の案内をするな
ど人材育成のための情
報提供と支援を行う。

非常時（災害等）
への備え

　非常災害時等における給食の提供や栄養
管理について、事前に対応を検討し備えてお
くことは重要である。

・非常食糧等の備蓄の有無どちらかに○を付け
る。

・非常食の対応マニュアルの有無に○を付ける。
・他施設との非常時の連携体制の有無に○を付け
る。
・非常食糧等の備蓄量を記入する。

非常災害時等
の備えは十分
である。

非常災害時に
備えている。

非常食糧等の
備蓄はない。

施設が、非常災害時等
における給食の提供や
栄養管理について、事
前に対応を検討し備え
るための支援を行う。

適切な栄養管理
の実施

　給食施設における栄養管理の質の向上に
は、組織的な取組みが不可欠であり、給食施
設の管理者は、適切な栄養管理を実施する必
要がある。

・施設における入院患者又は入所者の栄養管理
が適切に実施されているのかあてはまるものに○
を付ける。

＊有、一部有の場合は、施設における利用者の栄
養管理において、適切と思われる内容をあてはま
るものに○を付ける。あてはまるものが無い場合
はその他に記入する。（複数回答可）

適切な栄養管
理により、施設
の栄養管理の
目標が達成さ
れている。

適切な栄養管
理により、施設
の栄養管理の
目標が一部達
成されている。

適切な栄養管
理により、施設
の栄養管理の
目標が達成さ
れていない。

施設における栄養管理
の目標を達成するため
に必要な栄養管理につ
いて支援を行う。

施設の自己評
価、今後改善した
いことなど

　給食施設の管理者が施設の栄養管理をど
のように捉え、どのようなことを改善したいと考
えているのかを記載することで、その点を中心
として、保健所などの支援を受けることにつな
がる。

・施設の自己評価、今後改善したいことの有無に
ついてどちらか○を付ける。

・給食施設の管理者が内容を記入する。 記載している。 記載していな
い。

給食施設の管理者が改
善したい点について支
援を行う。

I
改
善

B
体
制
整
備

施設が栄養管理部門の
方針を明確にすることを
支援し、栄養管理の水
準向上のための施設側
の体制を整えることを支
援する。

管理者記入用



【業務担当者記入用】

第１項目 第２項目 第３項目 3 2 1

給食対象者の把
握

　給食対象者の性、年齢階級別、身体活動レ
ベル別の人数を把握することは、栄養目標量
の算出のために必須であり、栄養管理の基本
となるため、年１回以上把握する必要がある。

・給食対象者について把握の有無どちらかに○を
付ける。
・給食対象者の把握を行った日付を記入する。（直
近の把握日）

＊一般食のみ算出すること

＊年齢階級の区分は、日本人の食事摂取基準
(2020年版)を参考にする。

年1回以上、対
象者の把握を
している。

摂取状況を把
握している。

摂取状況を把
握していない。

施設が定期的に性、年
齢、身体活動レベル、そ
の他健康状態の把握を
行うことにより、対象者
の健康・栄養城の課題
を把握し、対象者にあわ
せた食事提供ができる
ように支援する。

　身長、体重をもとに、BMIを算出し、肥満やや
せの出現率を確認することは、栄養管理の目
標設定、給食で提供する食事量や、食事選択
の際の情報提供、栄養教育の内容を判断する
際に最低必要な情報である。

・当該年度において、エネルギー摂取の過不足の
把握の有無どちらかに○を付ける。
・評価を行った日付を記入する。
＊一般食について回答すること

・3～17歳における「やせ」と「肥満」は、、6～17歳
の学齢期は学校保健統計調査様式による肥満度
判定を用い、肥満度が-20%以下の割合を「やせ」
の項目に、肥満度が20%以上の割合を「肥満」の項
目に記載する。
・3歳以上6歳未満の幼児は、幼児身長体重曲線を
用い、-15%以下の割合を「やせ」の項目に、+15%
以上の割合を「肥満」の項目に記載する。
＊3歳未満は対象としない。
・18～49歳、50～64歳、65歳以上については、それ
ぞれの区分に応じた割合を記入する。

疾病状況等の維持・
改善把握

　疾病の改善状況を把握することは、施設に
おける栄養管理、栄養教育が利用者の疾病
改善、健康増進につながっているのかを評価
するために重要である。

・疾病状況の改善把握の有無どちら
かに○を付ける。
・把握を行った日付を記入する。

・疾病状況等の把握について、施設で割合を算出
している疾病に○を付け、把握時点の疾病者の割
合を記入する。選択肢以外に算出している疾病等
の割合があればその他に記入する。（複数回答可）

提供した食事の
評価

摂取状況の把握 　提供した食事がどの程度摂取されたかを把
握し、提供量と摂取量との差が大きくならない
ように給食の品質を管理するために必要であ
る。差が大きくなる場合には、その原因を明ら
かにしていくことが大切である。

・提供した食事の評価の有無どちらかに○を付け
る。

・摂取状況の把握の有無についてあ
てはまるものに○を付ける。

・摂取状況の把握方法について、あてはまるものに
○を付ける。あてはまるものが無い場合は、その他
に記入する。（複数回答可）

摂取状況を把
握し、栄養計
画に反映させ
ている。

摂取状況を把
握している。

摂取状況を把
握していない。

施設が提供した食事が
どの程度摂取されたか
を把握し、今後の栄養計
画に反映させることによ
り、適切な栄養管理がで
きるように支援する。

栄養素摂取量の
評価

　推定平均必要量以下の者の割合及び耐容
上限量以上の者の割合を算出することは、推
定摂取栄養量の摂取量過不足を評価するた
めに必要である。

・栄養素摂取量の評価の有無どちらかに○を付け
る。

＊利用者全員の摂取量評価が望ましいが、一部
の利用者について評価を行っても良い。
＊給食に由来するものだけでなく、すべての食事
を対象とするが、このような情報を得ることが難し
い場合は、一部の食事だけについて評価を行って
も良い。

・栄養素摂取量の評価を行った対象者（一般食利
用者）の食種（常食、軟食、流動食等）、年齢階級、
性別、人数を記入する。
・栄養素摂取量の評価の対象となる食事をあては
まるものに○を付ける。（複数回答可）
・栄養素摂取量の評価に用いた摂取量調査の日数
を記入する。複数日の場合は、連続した日なのか
非連続なのか○を付ける。

調査を実施
し、その結果を
栄養計画の見
直しに反映し
ている。

調査を実施し
ているが、調
査結果を栄養
計画の見直し
に反映してい
ない。

調査を実施し
ていない。

評価結果のフィー
ドバック

　エネルギー摂取量や栄養素摂取量、疾病状
況、生活習慣の改善等の評価結果を次の給
食の実施や健康・栄養情報の提供、栄養教育
へと反映させることは、利用者の健康管理の
一環として栄養管理を位置付けること、利用者
の疾病改善、健康増進へと寄与し、QOL（生活
の質）の向上のために重要である。

・評価のフィードバックの有無どちらかに○を付け
る。

・フィードバックの内容について、アセスメント情報
や評価項目等、どの項目を反映させたのかあては
まるものに○を付ける。あてはまるものが無い場合
はその他に記入する。また、どのように反映させた
のか、結果の活用方法についてあてはまるものに
○を付ける。あてはまるものが無い場合は、その他
に記入する。（複数回答可）
・業務を委託している場合は、受託側に評価につい
てどのようにフィードバックしたのかあてはまるもの
に○を付ける。あてはまるものが無い場合は、その
他に記入する。

調査を実施し
ていない。

対象者のアセスメント及
び評価に関する調査を
実施し、食事内容が利
用者に合ったものである
かを確認し、栄養計画の
見直しに反映させること
により、適切な食事提供
ができるように支援す
る。

調査を実施
し、その結果を
栄養計画の見
直しに反映し
ている。

調査を実施し
ているが、調
査結果を栄養
計画の見直し
に反映してい
ない。

別記第６号様式（第５条関係）その２　栄養管理状況報告書記入要領　（事業所・寄宿舎・矯正施設・自衛隊・一般給食センター・その他）
行政の指導ポイント行政の評価基準記入要領

対象者のアセスメント及
び評価に関する調査を
実施し、食事内容が利
用者に合ったものである
かを確認し、栄養計画の
見直しに反映させること
により、適切な食事提供
ができるように支援す
る。

プロ
セス

第１項目

C
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
評
価

第２項目

エネルギー摂取
の過不足の評価

記載目的（ねらい） 有
有

業務担当者記入用



第１項目 第２項目 第３項目 3 2 1

行政の指導ポイント行政の評価基準記入要領プロ
セス

第１項目 第２項目 記載目的（ねらい） 有
有

D
計
画

対象者に合わせ
た食事計画

給与栄養目標量の
設定
設定の見直し

　利用者の特性にあった食事の提供のため、
適切に定期的に給与栄養目標量を算出し、提
供する食事に反映させることが必要である。

・当該年度において、対象者に合わせた栄養計画
の有無どちらかに○を付ける。

・給与栄養目標量の設定の有無につ
いて、あてはまるものに○を付ける。
・給与栄養目標量の設定の見直しの
有無について、あてはまるものに○
を付ける。

・給与栄養目標量の種類をあてはまるものに○を
付ける。個別に算出している場合でも、目標量を複
数で統一している場合は、2に○を付け、設定して
いる目標量の種類を記入する。
・給与栄養目標量の設定に使用する項目に○を付
ける。（複数回答可）
・設定に活用しているツールについてあてはまるも
のに○を付ける。あてはまるものが無い場合はそ
の他に記入する。
・給与栄養目標量の見直しの頻度について、あて
はまるものに○を付ける。

年１回以上、
利用者の性、
年齢、身長、
体重、身体活
動レベルおよ
びそれ以外の
項目に基づい
た給与栄養目
標量を見直し
ている。

年１回以上、
利用者の性、
年齢、身長、
体重、身体活
動レベルに基
づいた給与栄
養目標量を見
直している。

年１回以上、
利用者の性、
年齢、身長、
体重、身体活
動レベルに基
づいた給与栄
養目標量を見
直していない。

施設が利用者の状況、
特性をもとに、適切に定
期的に給与栄養目標量
を算出するための技術
的な支援をする。
施設が、定期的に性・年
齢・身体活動レベル、そ
の他健康状態の把握を
行う事により，利用者の
健康・栄養状の課題を
把握し、対象者に合わ
せた食提供ができるよう
に支援する。

給与栄養量 算出期間
給与栄養量

　給与栄養量を算出し、給与栄養目標量に見
合っているかを確認することは、実施量と目標
量の差が大きくならないように給食の品質を
管理するために必要である。差が大きくなる場
合には、その原因を明らかにして改善していく
ことが大切である。

＊給与栄養量とは、献立作成時の計画値で
ある。

・給与栄養量を算出しているか否かどちらかに○
を付ける。

・施設で算出している期間を記入する。
・給与栄養量は、算出期間の平均値、最小値、最
大値を記入する。
・算出した食事の種類、平均喫食者数、設定を記入
する。
＊提供数の多い定食について回答すること。また、
カフェテリアの場合はモデル的な料理の組み合わ
せで回答すること。
＊栄養素等は、施設で算出している栄養素を記入
し、すべての項目を記入する必要はない。

一定期間の献
立を評価して
いる

一定期間の献
立を評価して
いない

給与栄養量が対象者に
あった食事となっている
のか確認する。
給与栄養量と給与栄養
目標量との差異の原因
について把握するように
支援する。

食事提供の方法
の工夫

給食量の調整
行事食の提供

　食事提供の方法により、栄養管理の方法や
対応に違いが生じる。適切な栄養管理のため
には、できるだけ、入院患者又は入所者にあ
わせた提供を行うことが望ましい。
　食事を楽しいものとするために、地域性を活
かし、季節感や行事食なども取り入れて変化
を持たせることも必要である。

・どのような食事提供を行うのか、提供方法の工
夫の有無について、どちらかに○を付ける。

・給食量の調整の有無について、あ
てはまるものに○を付ける。
・行事食の提供の有無について、あ
てはまるものに○を付ける。

・給食量の調整が有の場合は、主食又は副食別に
何種類の調整ができるのかを記入する。

利用者が自分
に必要な食事
を自己選択で
きるようになっ
ている。

食事の選択が
できるように
なっている。

単一の食事の
み提供してい
る。

給食量の調整や栄養補
給法の工夫により、対象
者にあった食事を提供
できる体制を支援する。
施設が地域性を生かし、
季節感や行事食なども
取り入れて変化をもたせ
ることにより、食事を楽し
いものにする工夫を支
援する。

品質管理の実施 適温給食の実施
盛り付け量の把握
衛生管理の実施

　一定の品質の食事を提供するために、量、
味、温度など数量化した基準を設定し、品質
管理を行うことが必要である。
　盛り付け量を測定し、1人分の盛り付け量を
把握することは、実際に提供された栄養量を
把握する上で必要である。

品質管理の実施の有無どちらかに○を付ける。 ・適温給食の実施の有無についてあ
てはまるものに○を付ける。
・盛り付け量の把握の有無について
あてはまるものに○を付ける。
・衛生管理の実施の有無についてあ
てはまるものに○を付ける。

・1人分の盛り付け量の算出の有無について、あて
はまるものに○を付ける。

品質管理を実
施し（確認し）、
向上に向けて
取り組んでい
る

品質管理を実
施している（確
認している）

品質管理を実
施していない。

予定された献立（量、
味、温度など）に基づき
食事を提供する事によ
り、実際に提供され摂取
される栄養量が給与栄
養目標量にあったもの
になるよう支援する。

ある一定の期
間をもってあら
かじめ献立表
を作成し、利
用者に掲示し
ている。

ある一定の期
間をもってあら
かじめ献立表
を作成してい
るが、利用者
に掲示してい
ない。

ある一定期間
をもってあらか
じめ献立表を
作成していな
い。

表示や情報提
供を行ってい
る。

表示や情報提
供を行ってい
ない。

利用者にあわ
せた教育が行
われている

給食の栄養管
理の評価に基
づいた教育が
行われてい
る。

栄養教育を
行っていない。

I
改
善

施設の自己評
価、今後改善した
いことなど

　給食管理業務担当者が、自己チェックの結
果をどのように捉え、どのようなことを改善した
いと考えているかを記載することで、その点を
中心として、保健所などの支援を受けることに
つながる。

・施設の自己評価、今後改善したいことの有無に
ついてどちらか○を付ける。

・業務担当者が内容を記入する。 記載している。 記載していな
い。

給食管理業務担当者が
改善したい点について
支援（技術支援を含む）
を行う。

E
実
施

施設が事前に献立表の
掲示と栄養成分表示を
行う事により、利用者が
食事を選択する際の情
報を提供して、利用者が
食事を選択する際の情
報を提供して、利用者が
自分の健康に適切な食
事を身に付けるように支
援する。

・献立表の掲示、栄養教育の実施の
有無について、あてはまるものに○
を付ける。

・健康又は栄養等に関する情報提供の内容につい
てあてはまるものに○を付ける。あてはまるものが
無い場合は、その他に記入する。（複数回答可）
・栄養教育について、当該年の指導回数と指導延
人数を個別、集団別に記入する。

献立表の掲示
栄養教育（年間）

対象者への健康・
栄養情報の提供

・事前に献立を提示することは、入院患者又は
入所者が自分の健康状態や嗜好にあわせて
食事を選択するために必要である。

・献立に栄養成分表示をすることは、入院患者
又は入所者が、自分に必要な量と質の食事を
選択するために必要である。入院患者又は入
所者の課題に応じた栄養成分を表示するなど
の工夫も必要である。
・複数献立や選択食などの場合に、エネル
ギー量別に料理の組合せ例などの情報提供
をすることは、入院患者又は入所者が自分に
あった食事を選択する上で必要である。

・栄養教育を行うことで、利用者が自分に必要
な質と量の食事がわかるようになる。

・利用者への健康、栄養情報の提供の有無どちら
かに○を付ける。

業務担当者記入用


